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トニアンは、量子力学においては次の H だ。

(Pk)2 +mα(PkXk + XkPk) の固有ベクトルの座標表示 u が固有値 e に属する事を表す式は、

この方程式を解くと、次の解が得られた。

2h2a2 + (e + ihmα)a0 = 0
h2(n+2)(n+1)an+2 + [e + ihmα(2n+1)]an = 0 (n≧1)

(a0, a2, a4,・・・)と(a1, a3, a5,・・・)は完全に独立なので、各 e の固有空間は次の 2 つの関

数を座標表示に持つ 2 つのベクトルによって張られる 2 次元空間だ、と分かる。

全空間の基底ベクトルとして、座標表示が という直積で表され

る物を採用すれば、一般のベクトルは

という風に展開され、H の固有値ゼロに属する固有ベクトルを求める問題は、HΦ= 0 を
成り立たせる A を求める問題に帰着する。H = H0 + βH1, 
と置いて摂動法を使うと、次の特殊解が得られた。

ただし、x uei(x) =∫de’ξi(e, e’)ue’,3-i(x), －ih(d/dx)uei(x) =∫de’ηi(e, e’)ue’,3-i(x) とする。
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